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研究成果の概要（和文）：本研究では Web 上に大量に存在する位置情報付きの画像データを利用して，視覚的な情報
に基づく，世界中の様々な物体，シーン等についての世界規模での文化的・地理的な差異を発見・分析する「位置情報
画像マイニング」の手法の開発および大規模実験を行った．研究成果は次の通りである．(1)位置情報画像マイニング
の手法の開発を行った．(2)位置情報を考慮した画像のランキング手法GeoVisualRankを提案した．(3)Flickr画像を用
いて一般物体画像について「位置」「時間」による大規模分析を行った．(4)Twitter位置情報付き画像を用いて「イベ
ント」「食事」画像の位置との関係の大規模分析を行った．

研究成果の概要（英文）：In this project, we studied geotagged image mining which explored location 
dependency of visual concepts. We obtained the following results: (1) We developed method on 
location-dependency analysis of geotagged image data collected from social media such as Flickr and 
Twitter. (2) We proposed a method for location-dependent image ranking method, GeoVisualRank. (3) We made 
large-scale experiments with Flickr geotagged images data. (4) We collected a great many of geotagged 
photos from the Twitter stream for about five years, and made large-scale experiments with that data.

研究分野：メディア情報学
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１．研究開始当初の背景 
近年の iPhone やAndroid などのGPS を
内蔵したスマートフォン，GPS 内臓デジタ
ルカメラの普及により，ジオタグと呼ばれる
撮影位置の緯度経度の情報が付加された位
置情報付き写真の撮影が容易になってきて
いる．それに伴い，今日では，Web 上には
大量の位置情報付き画像が存在するように
なっている．さらに，緯度経度情報が付加さ
れていなくても，テキストタグ情報として地
名が付いている場合も「緩い」位置情報付き
であるとみなすことによって，その量はさら
に多いものとなる． 
こうした撮影位置情報が付与されている
画像・映像で Web 上で公開されているもの
に関しては，その内容を表すテキストタグも
合わせて付与されることが一般的であるの
で，テキストタグと位置情報に加えて画像か
ら抽出した視覚特徴量を組み合わせてそれ
らの関係を大量の位置情報付き画像・映像デ
ータを用いて分析することによって，位置に
よる視覚概念の変化を分析することが可能
となる． 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は Web 上に大量に存在する
位置情報付きの画像・動画データを利用して，
視覚的な情報に基づく，世界中の様々な物体，
シーン，イベント，動作についての世界規模
での文化的・地理的な差異を発見・分析する
「位置情報画像マイニング」の手法の開発お
よび大規模実験を実施することである． 
 
３．研究の方法 
本研究は，(1)多様な画像カテゴリ(視覚概
念)に関する世界各地の代表的な画像の選出
方法，(2)選出した代表画像に対する画像特
徴量分布と位置分布の関係の分析方法，(3) 
数千万枚規模の大規模位置情報付き画像デ
ータを実際に収集し(1)～(2)を適用する大
規模実験，(4) 地域毎の画像知識ベースの構
築，(5)Web 上の動画像を利用した動詞概念
に関する地域性分析，の研究によって構成さ
れる． 
 
４．研究成果 
 主な研究成果は次のとおりである． 
(1)位置情報画像マイニングの手法の開発を
行った．特に従来，位置情報画像として利用
された Flickr に加えて，Twitter の位置情報
および画像付きのメッセージを位置情報画
像として扱い，時間的空間的に局所性をもつ
イベントの検出をテキストメッセージと画
像特徴を併用して実現する新しい手法の提
案を行った．実験から同じイベントでも地域
や季節によって，異なる写真が得られること
を確認した．  
(2)位置情報を考慮した画像のランキング手
法 GeoVisualRank を提案した． 
(3)Flickr 画像を用いて一般物体画像につい

て「位置」「時間」による大規模分析を行っ
た． 
(4)Twitter 位置情報付き画像を用いて「イベ
ント」「食事」画像の位置との関係の大規模
分析を行った．特に Twitter 位置情報画像は
2012 年より継続的に収集し，10 億枚近くの
位置情報画像を収集し，データセットを整備
した．また，位置情報付きの食べ物画像の
Twitter からの収集も行い，地域性のある食
べ物，ない食べ物の区別が可能であることが，
実験より確認された 
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